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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第３四半期 12,824 2.2 957 △13.2 978 △13.3 629 △14.3 

30年３月期第３四半期 12,545 7.9 1,103 △7.9 1,127 △7.3 734 △7.1 
 
（注）包括利益 31年３月期第３四半期 602 百万円 （△19.8％）   30年３月期第３四半期 750 百万円 （△6.6％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第３四半期 116.32 － 

30年３月期第３四半期 135.47 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

31年３月期第３四半期 18,075 6,341 35.1 1,168.16 

30年３月期 17,497 5,863 33.5 1,086.91 
 
（参考）自己資本 31年３月期第３四半期 6,341 百万円   30年３月期 5,863 百万円 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 0.00 － 29.00 29.00 

31年３月期 － 0.00 －     

31年３月期（予想）       14.00 14.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 17,060 4.1 832 3.3 832 0.2 471 △20.1 87.35 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期３Ｑ 5,505,533 株 30年３月期 5,496,283 株 

②  期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 77,000 株 30年３月期 101,700 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 5,411,503 株 30年３月期３Ｑ 5,424,117 株 

（注）自己株式については、当第３四半期連結会計期間末に一蔵従業員持株会専用信託が保有する当社株式を含 

めて記載しております。 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用

にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予

想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

（四半期決算補足説明資料の入手方法について） 

 当社は、平成31年２月４日（月）に四半期決算補足説明資料をＴＤｎｅｔへ開示後、当社ウェブサイトに掲載

する予定です。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）におけるわが国経済は、企業業績

や雇用環境の改善などを背景に緩やかな回復基調となりましたが、個人消費については可処分所得の伸び悩みや

根強い低価格志向・節約志向の定着により先行き不透明な状況で推移いたしました。

 

（和装事業） 

呉服業界におきましては、産地工房の職人など作り手の高齢化や消費者のライフサイクルの変化などの影響に

より市場の縮小傾向が続いておりましたが、昨今、振袖を中心としたレンタル需要や着方教室をきっかけに呉服

販売等が盛んになりつつあること、以前は資産として高価な着物を所有し特別な機会にのみ着用することが多い

傾向にありましたがファッションとして“着て”楽しむ消費者層が増加（「所有」から「使用」へと変化）する

などの兆しが見られること、また、経済産業省が国内和装産業の振興を図るため一般社団法人全国きもの振興会

が定める「きものの日」（11月15日）に和服で執務を行う取り組みが行われるなど、引き続き大きな市場がある

と考えております。 

このような環境下におきまして、当社グループは積極的な広告宣伝や当社グループ店内外で開催いたしました

催事が功を奏し、特に一般呉服や振袖の販売及び成人式の前撮り写真撮影の受注が大きく伸長したことなどによ

り、当第３四半期連結累計期間の和装事業の売上高は9,276,054千円（前年同四半期比9.1％増）となり、セグメ

ント利益は1,191,126千円（前年同四半期比21.6％増）となりました。

 

（ウエディング事業）

ウエディング業界におきましては、少子化により結婚適齢期を迎える人口が減少していることや未婚化などの

影響により婚姻組数の減少傾向が続いている（厚生労働省「平成29年（2017）人口動態統計の年間推計」）一

方、市場規模は１兆４千億円近辺をほぼ横ばいで推移（矢野経済研究所「ブライダル市場に関する調査結果

2018」）しております。

このような環境下におきまして、当社グループは、広告やブライダルフェアのコンテンツの見直し、挙式・披

露宴を演出する新サービスの提供などに努めてまいりましたが、同業他社の出店やリニューアルに伴う競合影響

による施行組数の減少や施行単価を押し下げる少人数婚の施行組数の増加、平成29年８月にリニューアルオープ

ンしたネオス・ミラベルに係る減価償却費の発生などにより、当第３四半期連結累計期間のウエディング事業の

売上高は3,548,704千円（前年同四半期比12.3％減）となり、セグメント利益は333,506千円（前年同四半期比

53.7％減）となりました。

 

（全社）

上記の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高12,824,758千円（前年同四半期比2.2％増）、営業

利益957,620千円（前年同四半期比13.2％減）、経常利益978,003千円（前年同四半期比13.3％減）、親会社株主

に帰属する四半期純利益629,477千円（前年同四半期比14.3％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は18,075,254千円（前連結会計年度比3.3％増）となりました。 

流動資産の残高は8,759,783千円（前連結会計年度比6.2％増）となりました。これは主に現金及び預金計が

453,474千円増加したことによります。 

固定資産の残高は9,315,470千円（前連結会計年度比0.7％増）となりました。 

負債につきましては11,733,883千円（前連結会計年度比0.9％増）となりました。 

流動負債の残高は8,528,215千円（前連結会計年度比0.6％減）となりました。 

固定負債の残高は3,205,668千円（前連結会計年度比5.0％増）となりました。これは主に長期借入金が136,431

千円増加したことによります。 

 純資産につきましては6,341,371千円（前連結会計年度比8.2％増）となりました。これは主に親会社株主に帰属

する四半期純利益629,477千円を計上した一方で、配当金を159,392千円支払ったことによります。 

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、連結財政状態については、遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較

を行っております。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成30年５月10日付「平成30年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」にて公表いた

しました通期業績予想に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成30年３月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（平成30年12月31日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,800,707 4,254,181 

売掛金 832,423 408,486 

商品 1,810,095 2,039,114 

レンタル商品 1,137,988 1,204,724 

仕掛品 322,527 248,685 

原材料及び貯蔵品 88,255 174,565 

その他 258,445 430,026 

流動資産合計 8,250,444 8,759,783 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 5,328,077 5,210,827 

土地 1,360,548 1,360,548 

建設仮勘定 133,051 322,227 

その他（純額） 445,012 407,741 

有形固定資産合計 7,266,690 7,301,344 

無形固定資産    

ソフトウエア 113,573 104,868 

のれん 80,531 61,947 

その他 312,752 358,084 

無形固定資産合計 506,857 524,900 

投資その他の資産    

投資有価証券 265,124 248,926 

出資金 10 10 

敷金及び保証金 988,609 1,024,487 

繰延税金資産 198,477 197,651 

その他 21,771 18,150 

投資その他の資産合計 1,473,993 1,489,225 

固定資産合計 9,247,540 9,315,470 

資産合計 17,497,984 18,075,254 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成30年３月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（平成30年12月31日） 

負債の部    

流動負債    

買掛金 681,143 671,344 

短期借入金 2,220,000 2,720,000 

1年内返済予定の長期借入金 532,605 430,092 

未払金 418,143 450,133 

未払費用 336,317 296,796 

未払法人税等 158,965 227,150 

前受金 4,144,000 3,503,823 

預り金 28,523 28,690 

賞与引当金 4,745 1,350 

その他 56,340 198,833 

流動負債合計 8,580,783 8,528,215 

固定負債    

長期借入金 2,005,256 2,141,687 

資産除去債務 283,389 297,346 

退職給付に係る負債 394,525 411,307 

役員退職慰労引当金 11,400 12,484 

その他 359,195 342,842 

固定負債合計 3,053,766 3,205,668 

負債合計 11,634,550 11,733,883 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,012,699 1,016,468 

資本剰余金 1,001,998 1,005,767 

利益剰余金 3,932,874 4,402,960 

自己株式 △112,670 △85,305 

株主資本合計 5,834,902 6,339,891 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 37,883 22,330 

為替換算調整勘定 △9,351 △20,850 

その他の包括利益累計額合計 28,531 1,479 

純資産合計 5,863,433 6,341,371 

負債純資産合計 17,497,984 18,075,254 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

売上高 12,545,999 12,824,758 

売上原価 4,655,695 4,748,600 

売上総利益 7,890,304 8,076,158 

販売費及び一般管理費 6,786,513 7,118,537 

営業利益 1,103,790 957,620 

営業外収益    

受取利息及び配当金 4,694 5,677 

受取手数料 7,529 8,172 

受取補償金 3,831 3,402 

匿名組合投資利益 9,220 － 

その他 16,855 22,947 

営業外収益合計 42,133 40,200 

営業外費用    

支払利息 16,858 16,276 

その他 1,151 3,540 

営業外費用合計 18,009 19,816 

経常利益 1,127,914 978,003 

特別利益    

固定資産売却益 － 459 

特別利益合計 － 459 

特別損失    

固定資産除却損 6,006 1,378 

固定資産売却損 － 75 

特別損失合計 6,006 1,454 

税金等調整前四半期純利益 1,121,908 977,008 

法人税、住民税及び事業税 380,766 346,058 

法人税等調整額 6,343 1,472 

法人税等合計 387,110 347,530 

四半期純利益 734,797 629,477 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 734,797 629,477 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年12月31日) 

 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年12月31日) 

四半期純利益 734,797 629,477 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 21,546 △15,552 

為替換算調整勘定 △5,400 △11,499 

その他の包括利益合計 16,146 △27,051 

四半期包括利益 750,943 602,426 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 750,943 602,426 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。 

 

（セグメント情報）

     Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

   １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注）２   和装事業 

ウエディング 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 8,499,947 4,046,052 12,545,999 － 12,545,999 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 8,499,947 4,046,052 12,545,999 － 12,545,999 

セグメント利益 979,240 720,234 1,699,474 △595,683 1,103,790 

 （注）１．セグメント利益の調整額△595,683千円は本社管理費であります。 

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。 

 

 

     Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日） 

   １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注）２   和装事業 

ウエディング 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 9,276,054 3,548,704 12,824,758 － 12,824,758 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 9,276,054 3,548,704 12,824,758 － 12,824,758 

セグメント利益 1,191,126 333,506 1,524,632 △567,012 957,620 

 （注）１．セグメント利益の調整額△567,012千円は本社管理費であります。 

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。 
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